
 

  

 

 

 

 

 
 

「校長室へどうぞ……」 

  

岡崎市現職研修委員会学校図書館部 

部長  広幡小学校 渥美 久美子 

 

子供たちの夢を乗せて，手作りのこいのぼりが大空をゆうゆうと泳ぐ。 

私が勤務する広幡小学校では，毎年，こどもの日と前後して，「こいのぼり集会」を行っている。

昭和５６年から続く伝統行事で，全校児童と職員が手作りの兜をかぶって集会に参加する。 

月曜集会ごとに「校長先生のお話」の中で，本の紹介や読み聞かせを行っているが，今回

は，「こいのぼり集会」に関連させて，こいのぼりに関する本の読み聞かせを行った。扱った

本は，「ワニぼうの こいのぼり」（内田麟太郎・文 高畠 純・絵 文溪堂）である。 
 

ワニぼうのために，こいのぼりを買ってきてくれたお父さんは，春の風に気持ちよさそうに

泳ぐこいのぼりを見ているうちに，自分も空を泳ぎたくなってしまった。庭に，もう１本こい

のぼりの棒を立て，「ワニのぼり」になった。それを目にしたお母さんもワニぼうも，「ワニの

ぼり」になって，空を泳ぎ，春風をおなかいっぱい吸うのであった。 
 

ナンセンスな話である。しかし，子供たちは，ナンセンスな話が大好きである。「本は考え

ながら読むことが重要である」とか「考える読書」ということがしばしば言われるが，時に

は，子供たちの心を解放させるこんな楽しい本と出会わせることも大切なことである。いわ

ゆる「親しむ読書」である。 

さらに，私には，一つの思いがあった。それは，集団読書である今回の月曜集会での読み

聞かせをきっかけに，いかに個人読書へと誘うかということである。最終的には，読書は個

のものである。自分で読める力を身に付けさせてやらなければならない。読書指導の目標の

一つでもある。この力が，各教科，領域における図書館資料を活用するエネルギーとなり，

やがて生涯にわたって個の読書生活を支える基盤となるのである。 

「ワニぼうの こいのぼり」は，シリーズで他に３冊が出版されている。「ワニぼうの かい

すいよく」「ワニぼうの やまのぼり」「ワニぼうの ゆきだるま」である。校長室を訪ねた

子供たちが，これらの本を自ら手にすることを期待して，早速，校長室に用意した。 

 

「自分で読んでみたい人は，校長室へどうぞ･･････。」月曜集会で本を紹介した後は，いつも

こう締めくくる。子供たちの身近にいる教師は，常に子供たちのよき「本のアドバイザー」

でありたい。 
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＜小学校低学年＞ 
「あした あさって しあさって」   作：もりやまみやこ 絵：はたこうしろう（小峰書店） 
「かあさんのしっぽっぽ」     作：村中李衣    絵：藤原ヒロコ（BL 出版） 
「クレヨンからのおねがい！」   文：ドリュー・デイウォルト 絵：オリヴァー・ジェファーズ 

   訳：木坂 諒（ほるぷ出版） 
「はこぶ」            作・絵：鎌田 歩（教育画劇） 

＜小学校中学年＞ 
「かぐやのかご！」        作：塩野米松   絵：はまのゆか（佼成出版社） 
「パオズになったおひなさま」   著：佐和みずえ  絵：宮尾和孝（くもん出版） 
「お話きかせてクリストフ」    作：ニキ・コーンウェル 訳：渋谷弘子 

絵：中山成子（文研出版） 
「ぼくはうちゅうじん」      文：中川ひろたか 絵：はたこうしろう（アリス館） 

＜小学校高学年＞ 
「ぼくの、ひかり色の絵の具」   作：西村すぐり  絵：大野八生（ポプラ社） 
「ぼくとテスの秘密の七日間」   文：アンナ・ウォルツ 訳：野坂悦子 

絵：きたむらさとし（フレーベル館） 
「ちいさな ちいさな めに みえない びせいぶつの せかい」 

作：ニコラ・デイビス 絵：エミリー・サットン 
訳：越智典子 監修：出川洋介（ゴブリン書房） 

「レジェンド！葛西紀明選手と下川ジャンプ少年団ものがたり」 著：城島充（講談社） 
＜中学校＞ 
「夏の朝」            著：本田昌子   画：木村彩子（福音館書店） 
「ブロード街の１２日間」     著：デボラ・ホプキンソン 訳：千葉茂樹（あすなろ書房） 
「うなぎ 一億年の謎を追う」    著：塚本勝巳 （学研教育出版：学研マーケティング） 

 緑丘小学校では，入学して間もない１年生のために，６

年生が毎朝絵本の読み聞かせをしてくれています。１年生

は，６年生の子が読んでくれる本にいつも興味津々です。 

そして，６年生が読んでくれる絵本は，低学年図書室に

あるものばかり。その活動もあって，１年生の図書室利用

も例年に比べて増加しました。 

今後，学校全体で盛り上がる 

ような図書活動を進めていけ 

たらと思います。 

平成２７年度 学校図書館部 重点目標 

豊かな心情を培い，主体的に学ぶ力を育てる 
⑴「読書の楽しさを知り，進んで読む態度を育てる」ために 

読書教育の究極の目的は，豊かな人間性の育成をはかることにあります。子供によって，

本から受ける感動の度合いや意欲，欲求は異なります。個に応じた指導により，読書の楽

しさを知らせ，読書意欲の高揚をはかっていくことが大切です。  

⑵「情報・メディアを活用する能力と自ら学ぶ意欲を育てる」ために 
あふれる情報の中から，子供たち自身が必要な情報を選択し，学習活動に生かしていこうと

する力を伸ばすことが求められています。年間指導計画に基づいた利用指導（教科と融合した

活用指導も含む）の重視や情報センターとしての学校図書館の整備・充実が必要です。 

部長  渥美 久美子（広幡小） 
    中村 公治 （東海中） 
    山口 明則 （豊富小） 
指導員 山本  伸 （広幡小） 
世話係 田村 実千子（三島小） 

丹下 知佐子（矢作西小） 
坂部 展子 （六ツ美南部小） 
杉浦 有子 （連尺小） 
伊藤 千世 （井田小） 
松本 友子 （宮崎小） 
近藤 秀子 （矢作北中） 
河内 恵実 （矢作中） 
田村  舞 （竜南中） 

◎本年度の岡崎市教育研究大会は，9 月 2 日（水）です。今年も多くの実践レポートを発表していただき，
皆さんとともに図書館教育について考えていきたいです。 

◎本年度、愛知県学校図書館研究大会が，8 月 21 日（金）に，岡崎市総合学習センターで行われます。
絵本作家 長谷川義史氏の講演や分科会がございます。多くの先生方の参加を期待しております。 


